
白 

寿
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話　

七
五
―
三
二
三
二
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令
和
４
年
度
老
連
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
開
く
こ
と
が
出
来
ず
、老
連
理
事
会
で
総
会
資
料（
令

和
３
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
案
・

予
算
案
、
役
員
改
選
案
な
ど
）
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
老
連

の
規
約
で
は
、
総
会
で
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
総
会
が
開
催
さ
れ
な
い
の
で
、
今
年

度
は
や
む
を
得
ず
理
事
（
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
・
専
門
部
長
・

本
部
役
員
）
の
賛
否
で
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
賛
成
が
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
承
認
決

定
さ
れ
た
新
役
員
（
全
て
再
任
）
を
掲
載
し
ま
す
。

⑴　

事
業
計
画

　

今
年
度
の
月
別
の
事
業
計
画
を
下
段
の
表
の
よ
う
に
立
案

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ
ま
だ
続
く
よ
う
な
の
で
、
全
て

が
実
施
さ
れ
る
と
は
思
え
な
い
状
況
で
す
。
実
施
に
当
た
っ

て
は
、【
白
寿
】で
期
日
・
会
場
・
申
し
込
み
な
ど
連
絡
し
ま
す
。

見
落
と
し
の
無
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

⑵　

ク
ラ
ブ
数
・
会
員
数
・
加
入
率　
（
左
表
参
照
）

　

ク
ラ
ブ
数
は
３
ク
ラ
ブ
減
少
し
、
㊲
ク
ラ
ブ
と
な
り
ま
し

た
。
会
員
数
は
一
，
一
四
六
人
、
加
入
率
は
十
九
．
三
四
％

と
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
数
の
減
少
の
理
由
は
、

①
�
歳
代
の
若
手
会
員
の
加
入
が
少
な
く
会
員
数
が
減
少
。

②
役
員
の
高
齢
化
が
進
み
役
員
の
担
い
手
が
い
な
い
な
ど
。

一
、
期　

日　

６
月
㉒
日
㈬

二
、
研
修
先　

板
柳
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
見
学

　
　

休　

憩　

つ
が
る
富
士
見
荘

三
、
参
加
費　

二
，
〇
〇
〇
円

四
、
出
発
時
刻　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

９
時

　
　
　
　
　
　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

９
時
⓴
分

五
、
つ
が
る
富
士
見
荘
発　
⓭
時
予
定

六
、
申
込
締
切　

6
月
10
日
㈮

七
、
申
込
先　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー } 

窓
口

　
　
　
　
　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
、
日
時 

６
月
⓲
日
㈯ 

午
前
９
時
（
小
雨
決
行 

雨
天
順
延
）

　
　

※ 

午
前
８
時
㊺
分
迄
に
会
場
へ
集
合
し
て
下
さ
い
。

二
、
会
場　

子
ど
も
の
森
公
園
（
福
島
）

三
、
参
加　

無
料　

申
込
不
要
、
当
日
受
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

※ 

用
具
は
主
催
者
が
用
意
し
て
貸
与
し
ま
す
。

四
、
練
習
日　

子
ど
も
の
森
公
園
（
藤
崎
町
大
字
福
島
）　

　
　
　
　

毎
日
…
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　

 

藤
崎
児
童
公
園
（
西
豊
田
一
丁
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　

火
・
木
・
土
…
午
前
９
時
～
正
午　

　

※
両
公
園
と
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
会
員
が
練
習
し

　

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
声
を
お
か
け
下
さ
い
。

 

用
具
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

　

町
か
ら
の
補
助
金
は
６
月
15
日
㈬
迄
に
振
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
通
帳
を
ご
確
認
下
さ
い
。
町
老
連
の
分
担
金
を
左
記

に
よ
り
納
入
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
納 

入 

額　
六
，
〇
〇
〇
円 （
釣
銭
が
要
ら
ぬ
様
に
お
願
い
）

二
、
納
入
期
日　
６
月
15
日
㈬
ま
で

三
、
納
入
場
所　

 

両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

温
泉
窓
口

 

女
性
部
長
・
若
手
委
員
長
・
広
報
委
員
長
・
専
門
部
長　

各
位

　

町
老
連
か
ら
補
助
金
を
左
記
の
と
お
り
配
布
致
し
ま
す
。

一
、
受
渡
日　
　

６
月
15
日
㈬　

９
時
か
ら
⓾
時
ま
で 

二
、受
渡
場
所　

老
連
事
務
室
（
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

①
印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
②
総
会
資
料
の
未
提

　
　

出
の
専
門
部
は
、
持
参
し
て
下
さ
い
。

令
和
４
年
度  
町
老
連
組
織
・
事
業 

令和 4年度　　　　　単位老人クラブ（会長名等）　　　　　4月 1日
No. 会　　　名 会　長　名 男 女 会員計 新会員
1 舟場若葉会 竹 内 義 浩 3 12 15 0
2 みつや長寿会 工 藤 祐 子 7 22 29 0
3 表町長寿会 高 木 清 志 11 18 29 0
4 仲町登喜和会 竹 嶋 逞 子 1 12 13 0
5 曲新田健老会 田 澤 順 子 6 17 23 0
6 本町木挽町長寿会 須 藤 イ コ 14 29 43 0
7 朝日町延寿会 栩 内 武 志 20 39 59 3
8 館川シニア倶楽部 木 村 ト モ 子 7 15 22 0
9 下町延寿会 町 田 信 保 5 17 22 2
10 新町福寿会 土 岐 憲 一 6 19 25 0
11 横町寿楽会 加 藤 司 郎 2 9 11 0
12 伝馬喜楽会 佐 々 木 ト ミ ヱ 12 21 33 2
13 葛野長寿会 三 浦 登 美 子 1 33 34 0
14 中島千寿会 吉 本 時 秋 7 16 23 0
15 矢沢長寿会 清 野 草 名 義 9 28 37 0
16 水沼延寿会 吉 田 兼 男 10 10 20 0
17 中野目 長寿会 神　 ノ ブ 子 1 24 25 0
18 西中野目 長寿会 石 井 哲 子 5 34 39 0
19 俵舛下俵舛長寿会 横 嶋 正 信 12 27 39 0
20 柏木堰老喜会 工 藤 義 夫 5 19 24 0
21 西豊田豊寿会 北 山 勝 芳 16 29 45 0
22 東町シニアクラブ 白 戸 　 　 治 12 20 32 0
23 白子高砂会 相 坂 ナ ツ ヱ 6 7 13 1
24 白秋倶楽部みずき 猪 股 和 彦 26 27 53 0
25 福島第１老人クラブ 古 川 慶 次 16 16 32 0
26 福島第２老人クラブ 間 山 由 吉 18 17 35 0
27 榊  壮寿会第１ 三 上　　　 明 10 28 38 1
28 榊  壮寿会第２ 坂 岡　　　 明 23 32 55 2
29 常盤養命会 三 上　　　 一 23 23 46 6
30 常盤養命会第２ 一 戸　　　 了 22 22 44 3
31 三ッ屋老人クラブ 齋 藤 剛 一 5 6 11 0
32 徳下徳寿会 伊 藤 寛 美 24 15 39 0
33 若松すこやかクラブ 福 士 昭 一 10 24 34 1
34 久井名舘松葉会 佐 藤 キ ク ヱ 10 24 34 0
35 亀田悠遊会 赤 石 久 男 9 11 20 0
36 福舘福寿会 對 馬 俊 秋 11 14 25 0
37 富柳老人クラブ 大 崎 喜 正 7 18 25 0

合　　　　　計 392 754 1,146 21

   令和 4年 4月 ６０歳～９９歳の人口５, ９27 人（ 男 2,447 人 女 3,450 人 )	

　　　         老人クラブの加入率　19.34％（男 -15.83％　女 -21.86％）

　
　
　
令
和
４
年
度　
主
な
行
事
計
画

５
月

春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時
延
期

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

５
月
㉕
日
㈬

認
知
機
能
検
査
相
談
会

５
月
㉖
日
㈭
・
㉘
日
㈯

６
月

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
⓲
日
㈯

交
通
・
生
活
安
全
教
室

日
時
未
定

７
月

ペ
タ
ン
ク
大
会

日
時
未
定

役
員
研
修
会

日
時
未
定

８
月

ト
ラ
ン
プ
大
会

日
時
未
定

９
月

第
２
回
理
事
会

日
時
未
定

長
寿
顕
彰
・
健
老
の
集
い

日
時
未
定

⒑
月

体
力
測
定

日
時
未
定

⓬
月

中
南
郡
芸
能
発
表
会

日
時
未
定

１
月

新
年
研
修
会

日
時
未
定

２
月

ト
ラ
ン
プ
大
会

日
時
未
定

昔
の
遊
び

３
小
学
校　
日
時
未
定

　
　
　

そ
の
他
の
行
事
予
定

毎
月

老
連
本
部  

役
員
会
・
広
報
委
員
会
・【
白
寿
】
印
刷

９
月

県
老
連
芸
能
発
表
会

⒑
月
７
日
㈮

未
定

中
南
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

日
時
未
定

⑶　

令
和
４
年
度 

老
連
本
部
役
員
（
任
期  

令
和
４
年
～
５
年
）

役　
職

　
氏　
　
名　

役　
職
　
氏　
　
　
名　

会　
　
長

舘　
山　
新　
一

監　
事

吉　
田　
兼　
男

副 

会 

長

山　
内　
誠
一
郎

佐
々
木　
了　
子

木　
村　
美
智
子

会　
計

成　
田　
　
始

神　
　
　
昭　
子

事
務
局
長

髙　
木　
洋　
一

女
性
部 

研
修
旅
行
の
お
知
ら
せ

  

老
連
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
お
知
ら
せ

老
連
分
担
金 

納
入
の
お
願
い

町
老
連
か
ら
の
補
助
金
配
付
に
つ
い
て

6　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 水
2 木 囲碁・将棋部 12:30
3 金 役員会 10:00
4 土
5 日
6 月 芸能部 12:00

７ 火 日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

8 水 茶道部 13:00
9 木
10 金
11 土
12 日

13 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

14 火 囲碁・将棋部 12:30

15 水 町老連分担金納入日 午前中専門部・委員会へ補助金配布日
16 木 囲碁・将棋部 12:30
17 金
18 土 老連Ｇゴルフ大会 9:00
19 日

20 月 芸能部 12:00
広報委員会 13:30

21 火 日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

22 水 女性部研修旅行
茶道部 13:00

23 木 囲碁・将棋部 12:30
24 金
25 土
26 日

27 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

28 火 囲碁・将棋部 12:30
29 水 【白寿】配布日 ９時以降
30 木 囲碁・将棋部 12:30

麦秋（ばくしゅう）

令
和
４
年
度 

町
老
連
広
報
委
員
会 

委
員

委
員
長

大

川

雄

弘　

委

員

三

上

一　

委

員

鳴

海　

諄　
　

三
上
道
子  　

清
水
稼
志
男　

舘
山
新
一　

令
和
４
年
度 

町
老
連
若
手
委
員
会 

委
員

委
員
長

加  

福      

哲     

三　

監

事

阿
部
和
恵　

副
委
員
長

佐　
藤　
文　
雄

浅　
利　
光　
子　

加

藤　

智  　

会

計

小
笠
原
タ
イ　

永　
田　
由
美
子

令
和
４
年
度 

藤
崎
町
老
連
女
性
部 

役
員

部

長

佐
藤
佳
丘
子 

理

事

田
澤
よ
し
子　

副
部
長

工

藤

祐

子 

神　
　

ノ
ブ
子　

佐

藤　
　

綠　

新
谷
カ
ツ　

理

事

水

谷

玲

子

高

木

敬

子

監

事

三
戸
カ
ズ　

佐
藤
キ
ク
ヱ

齋
藤
君
子  　

佐
々
木
ト
ミ
ヱ

総

務

佐
藤
佳
丘
子 

兼
務

淸
野
チ
ル
子

会

計

榊　
　

佳　

子　

⑷　

令
和
４
年
度 

広
報
委
員
会
・
若
手
会
委
員
会 

・
女
性

　
　

部
役
員
（
任
期
令
和
３
年
～
４
年
）
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老
人
と
い
う
表
現
に
抵
抗
を
覚
え
つ
つ
も
ず
る
ず
る
と
老

年
に
な
れ
、
そ
の
ま
ま
自み
づ

ら
も
口
に
し
た
り
、
人
の
話
を
受

け
入
れ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
分
に
気
づ
き
ま
し
た
こ

の
頃
で
す
。

壮
年
時
代
は
た
だ
ひ
た
す
ら
に
生
計
の
た
め
黙
々
と
生
産

と
農
作
業
に
夢
中
で
し
た
。
そ
し
て
召
集
令
状
、
軍
隊
生
活
、

終
戦
と
、
け
た
た
ま
し
い
時
期
が
過
ぎ
、
い
つ
し
か
老
齢
期

に
入
っ
て
い
た
の
で
す
。
勧
め
に
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入

し
、
老
人
の
生
き
が
い
と
創
造
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
よ
り
㉚
数
年
前
、
あ
る
人
の
勧
め
で
菊
造
り
を
始
め
ま

し
た
。
最
初
は
思
う
よ
う
に
花
が
咲
か
ず
、
咲
い
て
も
小
さ

い
貧
弱
な
花
で
あ
っ
た
り
、
下
葉
が
枯
れ
落
ち
た
り
随
分
苦

労
し
ま
し
た
。
今
の
よ
う
に
菊
造
り
の
参
加
者
が
あ
ま
り
な

い
時
期
で
も
あ
り
、
た
だ
菊
の
展
示
会
等
に
行
き
、
ラ
ベ
ル

を
見
て
は
、
あ
の
菊
を
来
年
は
や
っ
て
み
よ
う
か
、
こ
の
菊

を
や
っ
て
み
よ
う
か
と
名
前
を
メ
モ
し
た
り
し
、
菊
の
カ
タ

ロ
グ
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
、
こ
の
花
が
ど
う
か
、
こ
の
花
が

ど
う
か
と
迷
い
な
が
ら
探
し
た
も
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
菊
造
り
の
会
合
に
は
必
ず
欠
か
さ
ず
出
席
し
て
、

先
輩
た
ち
の
話
を
よ
く
聞
き
、
何
か
一
つ
で
も
良
い
栽
培
の

方
法
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
そ
の
大
切
な
言
葉
を
忘
れ
ず
に

脳
裏
に
入
れ
、
次
の
年
に
栽
培
を
実
行
し
て
成
功
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

競
技
花
に
出
品
し
て
最
高
賞
を
取
っ
た
あ
る
先
輩
に
、
ど

う
す
れ
ば
こ
ん
な
立
派
な
良
い
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
出
来

る
の
か
と
尋
ね
た
時
も
あ
り
、
曰
く
、「
い
ろ
い
ろ
方
法
は

あ
る
が
、
君
は
ま
だ
ま
だ
勉
強
が
足
り
な
い
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
悲
観
と
絶
望
で
し
た
。

し
か
し
、
返
っ
て
そ
の
反
面
競
争
心
が
わ
き
起
こ
る
の
で
す
。

人
の
出
来
る
こ
と
な
ら
自
分
に
も
出
来
な
い
筈
が
な
い
と
心

に
言
い
聞
か
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

春
か
ら
秋
ま
で
一
年
中
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
菊
が
大
き

く
高
さ
も
三
本
揃
っ
て
良
く
出
来
た
立
派
な
花
を
咲
か
せ
る

時
こ
そ
、
菊
造
り
の
一
番
楽
し
い
何な
に
び
と人
に
も
言
い
あ
ら
わ
せ

な
い
魅
力
で
あ
り
、
恍
惚
と
し
て
花
作
り
を
し
た
者
で
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
味
わ
い
と
思
い
ま
す
。

若
い
頃
の
農
業
で
は
、
夏
期
に
は
農
作
業
が
多
岐
に
わ
た

り
、
忙
し
く
猫
の
手
を
借
り
た
い
程
の
時
期
で
す
。

作
業
し
な
が
ら
日
が
照
る
に
従
い
、
今
日
は
ハ
ウ
ス
の
中

の
温
度
が
何
度
上
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
温
度
の
上
り
過

ぎ
は
な
い
か
と
心
配
し
、
曇
っ
て
い
る
日
は
空
を
見
上
げ
て

は
、
今
日
は
色
が
進
ま
な
い
と
心
に
想
像
し
、
早
く
花
を
見

た
い
気
分
で
一
杯
で
し
た
。
畑
か
ら
帰
る
と
真
っ
暗
で
見
え

な
い
た
め
、
そ
こ
で
電
気
を
つ
け
て
初
め
て
今
日
一
日
菊
と

の
面
会
が
叶か
な

う
わ
け
で
す
。
こ
の
花
は
咲
い
て
く
れ
た
、
こ

ん
な
に
よ
く
出
来
る
も
の
か
と
、
自
分
で
も
目
を
疑
う
こ
と

さ
え
あ
り
、
し
ば
ら
く
は
酔
い
を
楽
し
み
ま
す
。

食
後
は
、
ま
た
、
ハ
ウ
ス
に
入
り
菊
の
手
入
れ
に
取
り
掛

か
り
、
十
時
、
十
一
時
頃
ま
で
毎
日
の
日
課
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。
支
柱
の
取
り
替
え
、
輪
台
の
付
け
方
や
花
の
姿
を
直

し
た
り
な
ど
の
作
業
を
し
た
も
の
で
す
。
今
で
は
農
作
業
は

若
い
人
た
ち
に
任
せ
、
思
う
存
分
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
の

出
来
る
幸
せ
を
感
じ
、
家
族
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

一
人
は
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
大
谷
翔
平
選

手
で
、
ご
存
知
の
様
に
ピ
ッ
チ
ャ
ー
（
９
勝
）
を
や
り
、
尚

且か

つ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
、
㊻
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
と
い

う
超
人
的
成
績
で
あ
る
。
更
に
は
、
㉖
盗
塁
を
記
録
し
て
足

の
速
さ
も
持
ち
合
わ
せ
た
所い
わ
ゆ
る謂
天
才
で
あ
る
。
あ
の
有
名
な

ベ
ー
ブ
ー
ル
ス
と
同
等
の
成
績
を
残
し
、
も
う
一
方
で
越
え

れ
る
処
で
あ
っ
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
期
待
し
た
い
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
人
は
言
わ
ず
も
が
な
将
棋
の
藤
井
聡
太

（
王
将
・
竜
王
・
王
位
・
叡え
い

王
・
棋
聖
）
五
冠
で
あ
る
。

　

師
匠
杉
本
八
段
が
強
く
な
る
と
思
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
、

そ
れ
以
上
に
す
ご
い
成
績
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は

将
棋
の
事
が
よ
く
分
ら
な
い
の
で
、
観
戦
や
対
戦
し
た
方
々

程
の
感
激
は
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
に
か
く
強
い
と

思
う
。
対
戦
相
手
か
ら
ほ
ぼ
勝
を
手
に
入
れ
る
。
そ
し
て
成

績
が
示
す
よ
う
に
負
け
な
い
。
そ
し
て
若
い
。
羽
生
さ
ん
が

出
て
き
た
時
に
本
当
に
強
く
て
ほ
と
ん
ど
の
賞
を
そ
う
な
め

し
た
も
の
だ
が
、
も
っ
と
も
っ
と
年
齢
が
若
い
の
で
あ
る
。

本
当
に
二
人
の
活
躍
は
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
の
が
楽

し
み
で
あ
り
、「
コ
ロ
ナ
」
で
心
の
沈
ん
で
い
る
日
本
国
民

を
活
気
づ
け
て
い
る
と
思
う
。
更
に
一
つ
に
は
〝
さ
わ
や
か

さ
〟
で
あ
る
と
い
う
の
が
ま
た
良
い
。
こ
う
い
う
の
を
日
本

人
は
特
に
好
む
の
で
あ
る
。
二
人
に
は
感
謝
状
を
差
し
上
げ

た
い
と
思
う
。「
日
本
人
を
元
気
づ
け
た
で
賞
」
か
な
…
‼

追
伸　

さ
ら
に
嬉
し
い
こ
と
が
起
き
た
。

私
の
母
校
で
あ
る
弘
前
南
高
校
が
連
盟
推
薦
の
㉑
世
紀
枠

の
候
補
校
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。
確
実
に
甲
子
園
に
出
ら

れ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
だ
が
、
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

だ
け
で
も
、
我
が
出
身
校
と
し
て
は
快
挙
で
あ
る
。

朗
報
を
待
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
若
者
達　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

今
、
日
本
は
若
い
人
達
の
活
躍
に
よ
っ
て
活
気
づ
い
て
い

る
。
非
常
に
心
強
い
も
の
で
あ
る
。

先
回
の
内
容

　

先
回
は
着
る
物
は

木
綿
を
織
り
、
粗
服
を

着
る
よ
う
指
示
し
て
い

た
。

　

ま
た
、
織
物
に
使

用
す
る
道
具
類
・
糸
を

紡
ぐ
道
具
の
糸
車
や
糸
巻
き
等
を
は
じ
め
、
機は
た

織
り
機
の
種

類
と
部
品
が
、
図
で
説
明
さ
れ
て
い
た
。

今
回
は
、
精
米
以
外
の
く
ず
米
等
も
大
切
に
扱
い
、
飢
饉

の
こ
と
を
考
え
、
備
蓄
す
る
様
指
示
し
て
い
る
。

主
な
語
句
の
説
明

糧か
て　
　
　

食
料
の
こ
と
。
特
に
貯
え
置
く
食
物
で
、
本
文

　
　
　
　
　

で
は
表
粮
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

岡お
か　

穂ぼ　

畑
地
に
栽
培
す
る
稲
で
、
現
在
は
陸
稲
と
表
記

　
　
　
　
　

さ
れ
る
。
生
育
中
水
が
少
な
く
て
済
む
が
、
品

　
　
　
　
　

質
は
劣
る
。

唐か
ら　

米ふ
し　

下
米
の
こ
と
。
干
か
ら
び
た
米

枇し
い

米る

粉こ　

実
が
十
分
入
ら
ぬ
米
。
こ
れ
を
千せ
ん
ご
く石
や
万
石
な

　
　
　
　
　

ど
の
選
別
器
で
何
回
も
選
別
し
て
食
べ
た
。

割さ
け

陳ぶ
ん

蒼ぶ

米ち　

砕
け
た
悪あ

し
き
米

扱こ
き　

熟な
ら
し　

精
米
す
る
こ
と
。

搗つ
き　

挽こ
な
し　

臼
で
搗
い
て
精
白
す
る
こ
と
。

随ず
い　

分ぶ
ん　

可
能
な
限
り
。

全
て
〝
百
姓
往
来
画
抄
〟
よ
り

◇
◇ 

川
　
柳 

◇
◇

先
輩
に
学
ぶ　

�　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　

第
二
号 

昭
和  

�
年
度　

⑪

　
　
　
　
趣
味
に
親
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葛
野　

村
上
幹
栄

菊
と
私

　

古
文
書
に
学
ぶ
　
⒅　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
【
百
姓
往
来
絵
抄
】
江
戸
書
林
版
⒅

高
木
ア
ツ
子

何
も
せ
ず
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
冬
終
わ
る

鈴
木　
て
つ

失
敗
と
反
省
を
よ
く
く
り
返
す

石
沢
ゆ
き
子

る
ん
る
ん
の
春
な
の
に
な
ぜ
ウ
ク
ラ
イ
ナ石

動　
弘
一

三
千
歩
ご
苦
労
さ
ん
と
足
洗
う

 　

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

123

　
読
み
下
し
文

糧か
て

ニ
者は 

岡お
か
ぼ穂 

唐と
う

米む
し

麦む
ぎ

挽ひ
き

割わ
り

枇し
い

米る

粉こ 

割さ
け

陳ぶ
ん

蒼ぶ

米ち

迄ま
で

も
扱こ
き

熟こ
な
し

搗つ
き

挽
こ
な
し

精し
わ
け

随ず
い

分ぶ
ん

大
切
ニ 

表ひ
ょ
う
ろ
う粮 

仕
込
置お
き 

飢き

饉き
ん

之
節せ
つ 

渇か
つ

不ざ
る

様よ
う

之の

心こ
こ
ろ
え得

千歯扱き千石

篩い

唐箕 籾摺り

万石

臼と杵挽き臼


